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龍
良
山
原
始
林�

　
厳
原
町
市
街
か
ら
南
下
し
、
内

山
峠
を
越
え
る
と
、
左
手
に
対
馬

で
２
番
目
に
高
い
、
標
高
５
５

８
・
５
メ
ー

ト
ル

の
雄
大
な
龍
良
山
原
始

林
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
古
く
か
ら
神
体
山
と

し
て
山
全
体
が
神
地
で
あ
っ
た
た

め
、
照
葉
樹
林
の
原
始
林
が
広
範

囲
に
残
っ
て
い
て
、
国
の
天
然
記

念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
山
の
鮎
も
ど
し
公
園
近
く
の
登
り
口

か
ら
木
漏
れ
日
の
降
り
注
ぐ
原
始
林
を
歩

い
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
太
古
か
ら
続
く

植
物
の
世
代
交
代
や
、
ゆ
っ
く
り
と
進
ん

で
い
く
時
間
の
中
で
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
植
物
た
ち
の
熾
烈
な

バ
ト
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
更
に
先
に
進
ん
で
い
く
と
、

巨
木
「
ス
ダ
ジ
イ
」
が
お
出
迎
え
し
て
く

れ
ま
す
。

「
ト
ト
ロ
」

で
も
住
ん
で

い
そ
う
な
巨

木
に
圧
倒
さ

れ
、
自
分
が

小
人
に
な
っ

た
か
の
よ
う

な
錯
覚
す
ら

覚
え
ま
す
。

入
口
か
ら
こ

の
ス
ダ
ジ
イ
ま
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
で
す

が
、
こ
こ
ま
で
で
も
十
分
に
人
の
手
が
加

わ
っ
て
い
な
い
自
然
の
物
語
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
原
始
林
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、

い
つ
の
ま
に
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、頂
上
ま
で
登
る
と
、眼
下
に
内
山

の
山
村
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
龍
良
山
に
入
山
を
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

入
山
申
請
を
し
、
初
め
て
の
方
は
案
内

人
を
つ
け
る
な
ど
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
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産
推
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今
ま
で
、
龍
良
山
、
有
明
山
、
白
嶽
、

御
嶽
な
ど
の
国
有
林
に
入
山
す
る
と
き
に

は
、
２
週
間
ほ
ど
前
ま
で
に
長
崎
県
森
林

管
理
所
へ
入
山
申
請
を
提
出
し
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
管
理
所

と
協
議
し
た
結
果
、
こ
れ
か
ら
は
龍
良
山

以
外
の
国
有
林
に
つ
い
て
は
、
入
山
３
日

前
ま
で
に
入
山
届
を
提
出
す
る
だ
け
で
入

山
が
で
き
る
よ
う
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
入
山
の
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
森
林
管
理
所
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日
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　豊玉町千尋藻地区と厳原町安神地区において「対馬市住宅防火

モデル地区指定書交付式」が行われました。

　対馬市消防本部が住宅火災による死者減少を目指し、住民の防

火意識並びに自主的な防火対策の高揚を図るため、当地区を防火

モデル地区として指定したもので、市内では厳原町豆酘地区に続

いて5ヶ所目になります。

　千尋藻漁村センターで行われた指定書交付式では、立石晴夫区

長が「地域ぐるみで防火意識の向上に努め、千尋藻地区が模範と

なるべき地域になるようにしなければなりません」と防火の重要

性を話され、乙宮へき地保育所幼年消防クラブの子供から「火の

用心マッチ１本火事の元、お父さん、タバコの投げ捨てやめまし

ょう」など元気な声で防

火宣誓が行われました。

　今後は、防火教室や消

火訓練、住宅用防災機器

等の普及推進などの事業

を重点的に行い住宅防火

対策の推進を行う予定です。なお、安神地区においては、住宅用

火災警報器・住宅用消火器の贈呈式も行われ、さっそく消防団員

が各家庭を回り寝室や階段に取り付けていました。 住宅用火災警報器の取り付け様子（安神地区）�

防火モデル　千尋藻地区�

防火モデル　安神地区�

た
て
　
ら
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